
第16期のスタートに当たって
理事長　森　重道

  第15期 定 時 会 員 総 会 は6月24日
（土）に開催され、活発に意見が交
わされた後、原案通り可決されまし
た。数字の面では今年の3月期決算
はAIBA創立以来、役務収益だけで
初めて1億円の大台に乗り、売上、

利益ともに計画を上回りました。これは会員の皆様の
ご協力の賜物でもあります。体制面でも更に充実を重
ねて前に進んで行きたいと思っています。

1．貿易アドバイザーとしての役割拡大
 企業様からのコンサルテーションの依頼が増えて来
ており、国際取引の多様化も伴って、貿易アドバイザー
である会員の役割はますます重要となって来ていると
実感します。AIBAの対外的な目的は、定款にもあるよ
うに我が国の国際取引の促進に貢献することです。会社
等にフルタイムで勤務している会員の方で、今は対外的
活動には制約があるでしょうから、先ずはその企業内で
貿易アドバイザーの資格を生かして活躍されること、又
現場からの情報提供を期待します。企業を退職された、
または独立している会員の方にはAIBAを通しての更な
る対外的な活躍を期待します。そのため、AIBAは会員
の皆様が参加できる事業の拡大に努めていきます。

2．認定試験事業
 貿易アドバイザーの役割の増大により、公的機関等
からの後援、協賛を受けて続いている貿易アドバイザー
資格認定試験の社会的使命も重要となって来ていると

言えます。企業様からの様々な内容の依頼にも充分に
対応して行くためにも、AIBA として更に広報に努め、
社会の認知度を高めて、受験者を増し会員増を図って
いきます。会員の皆様にも職場の同僚、関係先などへ
の対策ゼミを含め認定試験の紹介と勧誘も含めて広報
へのご協力をお願い致します。

3．新しいHP
 この2年にわたる懸案事項の一つであったHPの改修
がひとまずおわり、この6月初めにHPが新しくなりま
した。大きな特徴の一つはスマホ対応となったことで
あり、AIBAの対外的発信力が増したものと思います。
更に充実させて行きますので、会員の皆様においても
ご活用をお願いします。

4．AIBAは人が財産
 一般に共通することですが、組織の発展のキーは人
の動きです。人の動きがなければ組織は動きません。
それを継続、発展させるために組織があります。今後
とも会員の皆様の各種事業へのご協力、積極的参加を
お願いします。

AIBA会員総会あいさつ
ジェトロお客様サポート部長　中川　明子

 ご紹介いただきましたジェトロお
客様サポート部の中川でございま
す。このたびの貿易アドバイザー協
会様の第15期定時会員総会ご開催を
心よりお祝い申し上げます。この機
会にお招きいただきましたことに感

謝申し上げます。また、日ごろよりジェトロ事業にご
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協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
 さて、本年の世界は昨年に引き続き様々な出来事が
起こり得る、あるいは既に起こっている状況となって
います。
 欧州や中東での痛ましいテロ事件発生はもちろんの
こと、フランス大統領選挙、そしてその後の英国、フ
ランスでの総選挙、米国のトランプ政権の動きなど、 日
本企業の海外展開に少なからぬ影響があるのでないか
と思います。
 昨年12月、20周年記念首都圏勉強会にお邪魔させて
いただきましたおりにも申しましたが、こういう時こ
そ海外ビジネス支援という観点でAIBA様が一層ご発展
される好機かと思います。会員の皆様おひとりおひとり
が様々な分野でご活躍されることを期待申し上げます。
 このような世界情勢において、日本政府は ｢開かれ
た市場｣ を推進する立場をとっております。ジェトロも
引き続き中堅中小企業の皆様の海外展開支援や、農林
水産物・食品の輸出促進事業などに注力しております。
 ここで少々ジェトロの最近の動きについてご紹介さ
せていただきます。中堅中小企業の皆様の海外展開支
援については、これまでも何度かご説明させていただ
きました『新輸出大国コンソーシアム』事業につきま
して、現状5,016社の企業様にご登録いただております。
輸出関心が全体の約73％で、国別にみますと米国がそ
のうちの3割を占めています。続いて中国、ベトナム、
アジア全般、欧州全般などとなっております。進出に
ついては全体の約25％で、関心国の上位5か国はベトナ
ム、タイ、インドネシア、中国、ミャンマーとなって
おります。そのほか、製造委託や技術提携なども2％程
度の企業様が関心を持っておられます。
 農林水産物・食品の輸出促進事業の新しい動きと
し て は、4月1日 付 け で 海 外 消 費 者 向 け の プ ロ モ ー
ションやブランディングを強化し、需要を喚起する
事業を担当する「日本食品海外プロモーションセン
ター（JFOODO）」を設置いたしました。6月1日付け
で同センターの事務局長が就任しまして、現在、体制
や方針づくりが進んでおります。ジェトロとしては、
JFOODO設置を機に、より一層、農林水産物・食品の
輸出に注力していく所存です。
 お客様サポート部は貿易投資相談などジェトロサー
ビスの基盤となるサービスを提供しております。貿易
投資相談担当部署においては、AIBAの会員の4名の方
がいらっしゃいまして、貿易投資相談アドバイザーと
してご活躍いただいております。適切なアドバイスや
懇切丁寧なご対応でお客様からもたいへん高い評価を
得ております。この場をお借りして4名の皆様に御礼申
し上げます。
 2016年度の相談傾向などをご紹介いたしますと、相
談実績は全世界96,000件となっております。ご相談内
容の割合としては、輸出が45％程度で最も多く、海外

投資（17.1％）、輸入（8.9％）、対日投資（2.6％）の
順となっております。ただし、伸び率を見ますと輸入
が前年度比で10.4％伸びておりまして、円高の影響か
と思われます。輸出はほぼ前年並みでした。一方、日
本からの投資はマイナス10.1％です。これにはテロの
発生、トランプ大統領の誕生、BREXITなど昨年の様々
な出来事が反映されているものと思います。端的な例
としては、米国大統領選の結果などを受けてメキシコ
への進出相談が大幅に減少しました。
 最後にもう一つだけご紹介します。ご存知の方もい
らっしゃるかと思いますが、ジェトロお客様サポート
部は「世界は今～ジェトログローバルアイ～」という
10分間のテレビ番組を制作し、毎週水曜日20:50－21 :00 
に日経CNBCというチャンネルで放送しております。
ジェトロのHP上でも視聴できるほか、昨年11月からは 
YouTubeでの視聴も可能となりました。この4月からは
キャスターに元日本テレビアナウンサーを迎えて、よ
り魅力的な番組作りに努めています。YouTubeをご覧
になりますと、どのくらいの方がその番組を視聴した
か回数がわかるようになっています。それをチェック
しますとビジネスマンだけではないのですが、日本国
内では世界のどのような地域やテーマに関心がもたれ
ているかがわかります。たとえば、最近のヒットは「ド
バイから広がる日本のスィーツ～人気の秘密とは～」
で、64,000回以上見られています。このほか「ワルシャ
ワスタイル～知られざる親日国の素顔～」56, 000回、

「世界に広がる日本のアニメ～旧作品にも商機あり～」
42,000回などとなっています。皆様にもぜひ一度ご視
聴いただければありがたいと思っております。
 最後となりましたが、引き続きジェトロ事業にご協
力を賜りますようお願いいたしますとともに、貿易ア
ドバイザー協会様の益々ご発展を祈念いたしまして、
私のご挨拶とさせていただきます。
 どうもありがとうございました。

第15期AIBA定時会員総会
及び懇親会開催の報告

事務局長　清水　晃

 6月26日土曜午後2時より中央大学駿河台記念館4階
430号室にて、掲題総会が開催され、出席者は51名でし
た。事業報告、役員選任、事業計画、など各議案の審
議に、出席会員の多数が大変熱心に参加され、全国各
地より参加の理事・支部長も含め活発な質疑応答、将
来のAIBA 発展に向けた建設的な意見発表が次々と行わ
れました。又、前回同様この総会ではプロジェクター
使用による説明が行われました。
 懇親会は会場を移して明治大学アカデミーコモン1階
カフェパンセをほぼ借り切りにて開催しました。同日
定刻午後5時30分より始まり、37名の方が参加されま
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した。それぞれ飲み物、料理の皿を片手に熱心にご意
見の交換をされ、恒例の熊本理事の司会のもと、全て
のご参加新旧役員、古くからの会員から新入会員まで
ほとんどすべての出席者が順次マイクの前でご意見披
露、自己紹介など、時の過ぎるのを忘れてしまうほど
で、中締めは午後7時30分でした。出来れば次回もっと
多数の会員がご参加頂きたくお願いする次第です。又
料理も良かったとかなりの方に云って頂いたのは有難
いことでした。

新理事・監事紹介

抱負
 本定時総会にて塩田深雪理事（九州支部長）の退任に
ともない名城徹（なしろ とおる）氏が新理事（九州支部
長）に、吉永和馬理事（中国四国支部長）の退任にとも
ない原奉宣（はら とものぶ）氏が新理事（中国四国支部
長）に選任されました。また、行方久智氏と持田修二
氏も新理事に、安達正之氏は新監事に選任されました。

◆名城　徹（沖縄　＃327）

  第5期＃327の名城徹です。過去
20年、沖縄県を拠点に貿易に携わっ
て来ました。特に2001年から沖縄県
物産公社㈱にて香港及び台湾への輸
出、2010年からJA沖縄の貿易アド
バイザー、2012年度からジェトロ輸

出有望案件発掘支援事業・専門家として現在に至って
おります。AIBA活動は、可能な限り年2回の九州支部
会へ参加して、会員相互の交流を深めて参りました。2
年前の沖縄開催の際は、深夜の那覇国際物流ハブを見
学することで、アジア・日本間高速物流機能の進化を
実感しました。
 九州支部長として先ず、支部会活性化を目指します。
魅力的なテーマを掲げて、支部会参加者を増やし会員
相互の連携を強化したいと思います。次に、新規会員
拡大を目指します。その為には、受験者・合格者を増
やす必要が有ります。九州支部エリアは農林水産資源

に恵まれており、政府の掲げる輸出目標1兆円に貢献で
きる可能性を秘めております。
 各県も特産品輸出を目指しており、その推進・実現
に必要な貿易ノウハウを有するAIBA会員の活躍の場は
増えております。各地方自治体・関連団体と連携して
輸出拡大を図れば、地方でのAIBA の認知度も高まり、
自ずと受験者・合格者が増えて行くものと思います。

◆原　奉宣（広島　＃731）

 AIBA についてほとんど何も知ら
ない者が、このたび支部長・理事
という大任を引き受けることになり
ました。AIBA についての私の認識
は「輸出者～輸入者間の国境をまた
いだサプライチェインの各パートと、

それに先行し、事後追随する貿易に関する全てのパート
におけるスペッシャリストの集団」でありながら、その
知識を最も必要とする輸出入者には「知られていない、
従ってニーズの少ないアドバイザー集団」です。
 私の認識は多分間違っていると思いますが、最近の
組織についてのメールでの論戦は、会員諸氏の見識の高
さを示しており、AIBAを本当の意味で日本の貿易活動
における知的中枢にしたいとの願いが伝わってきます。
 引き合い案件の大半は都市圏に集中しているように
感じますが、都市圏役員の皆様のご奮闘の結果です。地
方でも、もっとAIBAの名を広め、ニーズを発掘し、地
場企業の要求に応えていけるようになりたいものです。 
それが地方会員の活性化にもつながる大きな課題と思い
ます。「ではどうすれば？」答えは簡単ではありません 
が、遠隔地で交流の少ない中でも、会員の皆さんと話し
合いながら何とか一歩でも前に進みたいとの思いです。

◆行方　久智（埼玉　＃530）

 この度、会員総会において理事を
拝命しました行方久智と申します。
主に試験運営委員会と日本貿易学会
を担当することになります。宜しく
お願い致します。AIBAに入会して
10年目になります。

 今まで家電メーカーで34年間、家電製品の輸出、マー
ケティングに従事していました。中近東、東南アジア
等のエマージングカントリーが得意です。
 丁度サダト大統領が暗殺された時（1981年）にエジ
プトに駐在（留学）しており、その後イラン－イラク戦
争の頃はクウェートに駐在していました。アラブ諸国
が第2の故郷と思っています。
 その後30代には、ドイモイが始まる前後のベトナム
や、ラポップマイ政策を取り始めたラオス、バングラ
デシュ、ネパール、スリランカ等を歩き回っていました。
趣味は低山歩きで、専ら日光周辺を歩き回っています。

活発に行われた総会風景
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一年中楽しめるように冬はスノーシューで誰も居ない
雪原をウサギの足跡を探しながら歩いています。また
最近は、浅草の木馬亭に浪曲を聞きに行ったり日本酒
の蔵元を訪ねたりと、日本文化が世界に受容されてい
く過程を考えながら楽しんでいます。
 さて、担当する貿易アドバイザー試験はレベルにお
いても試験内容も難関と言われ、業界ではそれなりに
知名度は高いのですが、なかなか受験者が増えないの
が現在の課題のひとつになっています。広告・宣伝も
さることながら、長らく貿易や国際取引に従事してこ
られた会員皆様の周囲の方々、これはと思う同僚や後
輩の方にチャレンジするよう声を掛けて頂く事が一番
の方策だと考えています。
 会社にとっても、スタッフの方が勉強を通じて国際
取引全般の流れを把握して頂ければ、人財力強化に貢
献すると思います。
 AIBAの会員の皆様は、経験も知識も立派な方が多く
いらっしゃいます。そういう方達と一緒に切磋琢磨で
きるだけでも光栄だと思います。自分一人では何もで
きませんが、皆様のご指導ご鞭撻を頂きながら微力で
すがAIBA並びに試験事業に貢献していきたいと考えて
おります。
 最後に、AIBAの皆様との付き合いの中で常日頃感じ
ている言葉を紹介しておきます。
 蒼蠅麒尾（そうようきび）に付して千里を走る
 碧蘿松頭（へきらしょうとう）に懸かり千尋を延ぶ
 意味は、小さなハエでも、麒麟の尾に付いているだ
けで遠くまで飛べる。ツタは自分では上に伸びていけ
なないが、松の木に絡まっていれば高くまで伸びるこ
とができる。

◆持田　修二（京都　＃671）

 会員総会にて新しく理事に就任し
ました持田です。私は大阪万博が盛
大に開催された1970年に社会人とし
ての第一歩を踏み出し、以後40余年
に亘り国際ビジネスに関わってきま
した。

 この間、急激な為替変動（スミソニアン、プラザ合
意など） 或いは日米通商摩擦を背景とした輸入制限・
ダンピング提訴など数々の国際商環境の荒波に遭遇し、
都度新しい商環境に対応するビジネスモデルを再構築
し、国際市場での商権維持に努めてきました。
 2011年にAIBA資格試験に挑戦しましたが、理由は40
余年の国際ビジネスマンとしての貿易・投資経験を客
観的に評価（棚卸し）する事にありました。現在貿易
投資アドバイザーとして年間1,000件近い貿易投資相談
に対応しておりますが、近年中小企業の「海外進出（貿
易） 意欲は非常に強く、専門的な照会の他、一からの
サポートを必要とする企業からの初歩的な照会内容も

多数あり、また国・地域別でも中国・東南アジア・欧
米と他地域にわたり、且つその商材も広範囲にわたっ
ております。
 斯様な状況を背景に地方金融機関、各地商工会議所
などは顧客サービスの一環としてセミナー開催も数多
く各地で開催し、中小企業の国際化への支援を強化し
ております。
 私自身もセミナー講師として地方銀行・信用金庫、
各地商工会議所などでのセミナー講演を重ねています
が、聴講者の熱い視線・聴講姿勢を見るにつけ、貿易
投資の知識と実務経験を踏まえたAIBA 会員の活動空間
が前広に拡がっていることを強く実感しています。
 東京に本社を置く大手企業の首都圏外拠点並びに地
方中小企業の海外市場進出に際しての“貿易・投資相
談”、“展示会、商談会サポート”更には“海外出張同
行サービス”等々 AIBA活動領域の裾野を更に広げ、地
方におけるAIBA ブランドの認知度向上に努めて参りた
いと思います。

◆安達　正之（埼玉　＃703）

 第15期定時総会でAIBA の監事と
して選任いただいた安達です。これ
まで2年間、試験運営委員会の担当
理事を務めさせていただき、事務の
ミスなどで関係者にご迷惑をお掛け
したことが何度かあったものの、な

んとか大過なく職務を全うできたことはひとえに関係
各位のご支援・ご協力によるところ大であり、ここに
改めて感謝申し上げたいと思います。
 今回、個人的な事情もあり試験運営委員会業務は新
理事の行方様に引き継いでいただきましたが、今後は
微力ながら監事としてAIBA のお役に立てればと考えて
います。
 監事としてAIBAを見る際には、（1） 会員組織とし
ての持続可能性と、（2） 会員の権利・利益の擁護が重
要なポイントであると考えています。とりわけ（1）に
ついては遵法性（コンプライアンス）とガバナンス、（2）
については公平性・透明性の観点から問題点の有無を
チェックして必要と思われる提言をさせていただけれ
ばと思っています。
 AIBAが発足して20年、AIBAの組織・運営について
会員から不備の指摘や改善の提案が続いている最近の
状況をみると、それらの内容が真に当を得たものかど
うかは別にして、今までと同じやり方が通用するのか
ということについて一度立ち止まって再考すべき時が
来ているような気がします。
 そういう意味でも監事として今後2年間 AIBAが更に
発展するためのお手伝いができればと考えています。
よろしくお願い致します。
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理事・監事退任に当たって

 7名の退任理事・監事の内2名から退任のあいさつを
いただきました。

◆加藤　裕功（東京　＃721）

 この度、任期満了で退任しました
加藤裕功（かとう やすのり）でござ
います。入会直後の理事就任でした。
ジェトロ輸出有望事業の事務係と、
週1回事務所当番が主な役割でした。
この2年間で強く感じたことは、「随

分と多くの方がAIBAを大好きで、しかも AIBA を誇り
に思っておられる」ということです。従い、紆余曲折
やすべったころんだがあるにせよ、AIBAがいい方向に
行くだろうと確信しております。
 次号より「AIBAだより」編集者になります。よろし
くお願いします。

◆矢部　信明（神奈川　＃699）

 1期2年の短い期間でしたが、このたび監事を退任さ
せて戴くことになりました。監事としてAIBAの組織・
活動について勉強する機会を得ることができましたこ
と、各位に感謝いたします。
 AIBAは会員の親睦、情報交換、活動支援などを主
な目的としていますが、会費だけでは諸費用を賄うこ
とはできず、外部から収益を上げるとともに、会員各
位の有償、無償の協力が必要です。いささか古い名言
を言い換えることになりますが、「Ask not what your 
AIBA can do for you, ask what you can do for your AIBA」
の精神で退任後も会員各位とともにAIBAのために微力
を奉げる所存です。卒爾ですが退任のご挨拶とさせて
頂きます。

新会員紹介（続き）

自己紹介
 前号に続き3名の新会員を紹介します。

◆青木　知雄（埼玉　＃761）

 皆様はじめまして、新入会員の青
木知雄です。20代の頃は旅行業界に
身をおき、添乗やツアーデスク業務
で30か国ほどを回りました。その後、
US企業に買収された日本の小売企
業に最初は通訳として入り、以後同

社で不動産管理、店舗開発、調達、投資管理等の実務
経験を積んできました。
 実務と並行して、US本社との調整役や会議通訳も務

めてきましたが、店舗開発や改装を担うディベロップ
メントセンター本部のビジネスプランニングダイレク
ターを最後に、2016年5月退職しました。
 フリーランスとなってからは、貿易・商談・オリンピッ
ク関連等の通訳が主な業務になっていますが、海外企
業の日本進出案件等を少しずつご紹介いただき、ビジ
ネスコンサルタントとしての第一歩を踏み出したとこ
ろです。
 輸出入に直接関わっていた経験としては、店舗の什
器や消耗品等の輸入をしていた3年程度であり、諸先輩
方に及ぶべくもありませんが、中小企業診断士のプロ
コン塾のコースをやっと修了したところでもあり、経
営的な判断力と正確なコミュニケーション力を武器と
して、日本と海外のビジネスをつなぐ仕事に重点をお
き、お役に立ちたいと考えております。フットワーク
軽く動きますので、どうぞよろしくお願いいたします。

◆岩本　圭司（神奈川　＃763）

 会員の皆様、初めまして、岩本圭
司（いわもと けいじ）と申します。
この度、AIBAに入会させて頂くこ
ととなり大変光栄に存じます。
小職は、関西の金融機関に入社して
今年で20年目となりますが、約７年

前から顧客の海外ビジネス支援業務に携わっておりま
す。現在は、中国投資をサポートする民間団体に出向
しておりますので、主に中国ビジネス関連について情
報発信できればと考えております。
また、皆様のお知恵を拝借する機会もあろうかと存じ
ますが、何卒よろしくお願い致します。

◆喜多　幹夫（東京　＃766）

 AIBA会員の皆様、この度当会に
入会させて頂きました喜多幹夫と申
します。どうぞよろしくお願い致し
ます。
 私は長年、日本たばこ製品の海外
ビジネスに従事してきました。その

間、東アジア、東南アジアを主要市場とした海外営業、
国際取引、輸出入業務、製造部門との生産管理業務等
に取組んできました。取扱ってきた商品は製品たばこ
であり、特殊かつ取扱いも限られた商品です。幸い当
製品を通じ世界の様々な市場と取引することができ、
日々学ぶことが多くありました。また、貿易知識の深
化の必要性も強く感じてきました。
 今回の受験の動機は定年を数年後に控え、一つには
国際取引業務全般についての知識を総整理したかった
ことです。また、AIBAを通じての会員各位との情報交
換や勉強会等による情報収集は、自身の今後の活動に
とって大きな糧になると思い至ったからです。
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 私個人の業務経験は限られております。一方で国際
取引は多岐に渡ることから多くに精通することは容易
ではありません。しかし、当協会をプラットホームと
して会員各位の豊富な経験を結集することは大きな力
となります。日本貿易振興に資する当協会の存在意義
は更に飛躍していくものと考えています。
 最後に当会員の末席に加えて頂けましたこと感謝し
ております。

貿易アドバイザー試験体験記

 今年合格した会員の内、5名の方に試験への取り組み
方を披露していただきました。

◇岩本　圭司（神奈川　＃763）

 海外ビジネスのサポート力強化の為、AIBA入会を目
指して2014年に初めて実力養成セミナー、直前ゼミに
参加し、試験を受けました。しかし、現実は厳しく結
果は惨憺たるものでした。特に貿易英語については、
手も足も出ない状態でした。
 次年度も細々と勉強を続けていましたが、業務の忙
しさにかまけて、結局受験をあきらめてしまいました。
しかし、昨年4月より現在の職場に出向となったことを
きっかけに心機一転し、貿易アドバイザー試験に本気
でチャレンジすることを決意しました。
 試験対策として最低でも貿易英語で55点、貿易実務
で75点、国際マーケティングで80点を獲得し、合格最
低点の210点を超える計画を立てました。
 貿易英語は、大問が5つありますが、第1問の時事英
語は、レベルが高すぎて時間内に回答するのは困難と
判断しました。それよりも、第2問の英文契約書、第3
問の英文レター、第4問の用語、第5問の英作文を確実
に回答し、55点を確保する戦略をとりました。主に使
用した教材は以下の通りです。
 『B級、C 級貿易実務英語』貿易実務検定協会：一連
の貿易取引についての英文レターが網羅されており解
説も充実しています。何度も読み込み自分のものにし
ました。
 『英文契約書の基礎知識』（THE JAPAN TIMES）：契
約書の重要用語や規則、独特の表現について非常に分
かり易く解説されています。こちらも何度も繰り返し
読み込み重要単語は暗記しました。第4問の用語対策に
もなりました。
 英作文は、設問の日本文について更に大意の要約を
イメージしながら、暗記した定型的な表現で訳すこと
を心がけました。試験本番では、第2問～第5問だけで
55点以上取れた手応えがあり、モチベーションを保ち
ながら、午後の試験に臨むことができました。
 次に貿易実務についてですが、知識の穴を無くすこ

とを目的に『サクッと分かる貿易実務』とその問題集
に取組みました。貿易の流れを中心に必須の知識を分
かり易く纏めてあり、非常に有難い本でした。その後、
AIBA のテキスト、またHP にあるサンプル問題を何度
も繰り返しました。サンプル問題は解説がないので、
自力で何故そうなるか調べる必要がありました。2008
年～2015年の全てに取組みましたが、ここで得た知識
は本番でも大変役に立ちました。
 なお有名な『実践貿易実務』（ジェトロ）は、通読す
るのではなく、辞書のように活用しました。またネッ
トでも大概は調べられるので、理解しやすいと感じた
参考文献は印刷してファイリングし、テキスト、サン
プル問題の余白にも書き込みました。
 試験本番では、途中時間に余裕がなくなり、全ての
選択肢を吟味できず「明らかに正しい」又は「間違っ
ている」と思われたものを素早くマークしていきまし
た。なんとか最後まで漏れなく回答でき、最低７割は
取れたのかなという手応えでした。時間は30秒程度し
か余りませんでした。
 最後に国際マーケティングですが、『貿易実務ハンド
ブックアドバンスト版』のマーケティングの部分のみ
を切り取って、丸暗記しました。後は、AIBAテキスト、
サンプル問題を繰り返しました。
 『ジェトロ世界貿易投資報告』は総論編の「ポイント」
と「概要」のみ、『通商白書』も「概要版」のみ読み込
みました。両方とも「本編」は量が多すぎる為、無視
しました。試験本番では、平易な問題にも助けられ、9
割程度の手応えを得ることができ、何とか合格するこ
とができました。
 また、今回改めて実力養成セミナーと直前対策ゼミ
の参加は必須と感じました。ここで、テキスト内容の
理解、記憶が格段に強化されますので、可能なかぎり
参加されることをお勧め致します。

 以上、拙い体験記で恐縮ですが、ご参考頂ければ幸
いです。貿易アドバイザーを目指す志の高い皆様が御
一人でも多く我々の仲間になって頂けることを願って
おります。 

◇小橋川　唯之（大阪　＃768）

 2015年度の試験では、貿易アドバイザー試験を甘く
見ており一度玉砕しています。2016年は早めに対策を
始めたのが良かったです。試験の難易度は高いと感じ
ましたが、挑戦しがいのある試験でもありました。実
は試験直前の一週間前に息子が入院してしまい、ほぼ
試験対策の時間が取れませんでした。何が起こるかわ
からないので、準備は早めにするに越したことはない
と再認識しました。

＜貿易実務＞
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 貿易実務は試験時間が短かったです。私にとって後
半が得点源のように感じられたのですが、前半に時間
を割きすぎてしまったように思います。問題は良問が
多く、一問一答でさっくりと解けるような問題ではな
く、ちゃんと考えさせるような問題が出されている印
象を受けました。
 対策としては普段の勉強に加えてAIBAの実力養成セ
ミナーを利用しました。配布のテキストからそのまま出
題されるようなことはありませんでしたが、テキスト
自体が面白かったため何度も読み返していました。ま
たセミナーでの説明が興味深く、テキストの余白へ書
き込んだ内容は試験ぎりぎりまで読み返していました。
 試験に直接関係はないですが、講師がAIBAの先輩で
あるため、AIBAにどういった人がいるのかを感じるこ
とができたのはよかったです。

＜マーケティング＞

 マーケティングは、過去のAIBAだよりの合格体験記
を参考にし、中小企業診断士のテキストで勉強しまし
た。セミナーのテキストも使いましたが、配布された
資料も何度も読みました。過去にマーケティング検定
を受けたことがあったのですが、その経験も生きたよ
うに思います。

＜英語＞

 英語に関してはセミナーでの配布テキストを主に勉
強しました。英作文や英文読解に関しては普段業務と
して英語を使っているので難易度はそこまで高くな
かったように思います。英作文は手書きなので、直接
文章を書く練習はしました。テキストで主に勉強した
のは契約書や条約で用いられる英語。英語の中でも苦
手なところだったので、時間を割きました。

＜二次試験＞

 面接官の方が、試験対策セミナーや近畿大学で行わ
れたセミナーで拝見した方だったので、緊張はしつつ
もリラックスして話せたように思います。対策として
は論文の論旨と、その論旨の理由は試験直前まで確認
しました。また自分がAIBAに期待することや、今後貿
易に関してしたいことは説明できるよう準備しました。
 論文は文字数を大きく勘違いしていたので、削るの
が一番大変でした。最後は言い回しを変えたりしなが
ら、一文字単位で削っていました。これが一番きつかっ
たです。

 一次試験、二次試験ともに今まで自分が学んだこと
や経験を振り返るいい機会だったように思います。今
回の合格に満足せず、今後もよりスキルアップしてい
きたいです。ちなみに息子は一次試験後に無事退院し、
元気に1歳の誕生日を迎えました。

◇千代　拓司（大阪　＃770）

 WEB上に一部過去問が掲載されていますが、試験範
囲が広いことと「過去問」が販売されていないことから、
試験の傾向を探る上で都合2回開催される試験対策セミ
ナー受講は必須であると思います。

（貿易実務）

 「貿易実務検定A 級」を取得していたことから、当時
のテキストと問題集を活用したほか、基本書として「実
践貿易実務」(JETRO）の通読を複数回行いました。
また「STC ASSOCIATE」受験を通じて、実務では縁の
なかった輸出貿易管理面の基礎知識の習得を図りまし
た。CISGと英文契約書については、業務上の必要性か
ら以前から研究しており特に対策はしませんでした。

（国際マーケティング）

 基本的には「マーケティング実務検定B 級」受験を
通じて知識習得を図りました。「通商白書」と「JETRO
世界貿易投資報告」は、試験対策セミナーで指摘され
た関連個所を熟読しました。

（貿易英語）

 英語については、得意分野であったこともあり特に
対策しておりません。ただ、当試験唯一の記述式であ
る英作文が30点と配点も高く、日頃コレポンに慣れて
いない受験者であれば、英文ライティング関係の参考
書学習と、手書きに慣れておく必要があります（手書
きに慣れてないと手が攣ります）。

 以上となりますが、全体としてマーケティング科目
を除き、試験時間がタイトであるため時間配分が重要
と思います。以下に、参考図書を掲載します。
「英文契約書の基本表現」牧野和夫 日本加除出版
「貿易売買契約とリスク対応実務」大貫雅晴 同文館出版
「実践貿易実務」石川雅啓 JETRO
「信用状統一規則の実務Q&A」後藤守孝・吉野弘人 
中央経済社

「インコタームズ2010」ICC
「貿易実務の英語ビジネス英文メールパーフェクト
ブック」杉山晴信 すばる舎

◇初柴　博史（大阪　＃772）

 AIBAについては、香港での駐在時代に知りました。
年一回しかない試験であることと、試験の為に一時帰
国というのは中々難しいことから、知ってから多少の
時間は経ちましたが、昨年の夏に日本に帰任すること
になった際、受験を決意しました。いつか受験しよう
とは思いつつ、帰任日が決まっていたわけでもありま
せんでしたので、受験を決めてからは、大慌てでの試
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験対策となりました。
 同じ貿易に関する試験で、中身としても重なりのあ
る貿易実務検定の新A級も併せて受験することにしま
したが、これは時期もほぼ同じでモチベーションの向
上につながったのではないかと思います。
 何をどこまで勉強すればよいのか、AIBAのHPに掲
載されている過去問を開いて解いてみましたが、全問
は掲載されておらず、正解についての解説もありませ
んでしたので、不安が募るばかりで、感覚を掴むため
にもAIBAのセミナー受講は必須と考え、直前対策は２
回とも受講しました。
 セミナーでは素晴らしい講師の方々に直接お話を聞
くことができ、他の受験予定者達と同じ場で講義を受
けられるので、やる気もアップし非常に価値あるもの
だと思います。但し、セミナー時間自体は限られてい
ますので、講義は細部までじっくりという訳にはいき
ません。あくまで、試験の大枠を掴むとともに、理解
できていない部分の補強、疑問点の解消に活用される
のが望ましいと思います。
 以下、とても体系的に準備できたとは言えず、ご参考
にはならないと思いますが、各科目での勉強方法です。

1）貿易実務

 JETROの実践貿易実務など本屋で手に入る書籍や
ICC ／オーシャンコマースなどの出版物にて業務の為
に少しずつ勉強しておりましたので、基本的にはそれ
らの復習を中心に、直前対策セミナーのテキストや各
講師の方々に配布頂いたプリントも参考にしました。
自己の理解度を確かめる為、AIBAのサンプル問題以外
にも、貿易実務検定の問題集も含めその他の問題集を
できるだけ解くようにしました。

2）マーケティング

 セミナーで解説を受けた箇所を反復学習するととも
に、マーケティングの書籍も買って読むことにしまし
た。マーケティング・ビジネス実務検定の書籍などは
中身も近いのではと思います。通商白書、JETRO 世
界貿易投資報告については、事前にここまでの範囲を
カバーしなくてはならないことを認識できておらず、
セミナーにてご紹介を受けた後、ダウンロードして
から若干愕然としました。残された時間の中で、重要
なポイントのみざっと暗記する形になりましたが、貿
易アドバイザーになるのであれば、そもそもこういっ
た情報には常日頃目を通しておくべき、と反省致しま
した。

3）英語

 英語に関しては、短期間でどうにかなるものではな
いとある種割り切っており、AIBA試験用の勉強、対策
はほぼしませんでした。ただ、英作文がありますので、

その対策はきちんとやっておけば良かったと思います。
業務で英語は使っておりましたが、どうしても自分で
使いやすい表現を多用すること、自身の業務範囲に限
定されること、ノンネイティブ同士のやり取りであっ
たことから、出題に対して、妥当な、洗練された表現
がぱっと思い当たらなかったりしました。ビジネス英
語／E-Mailの表現集等で日本語、英語を見比べながら
適切な表現のパターンを増やしておくと役に立つと思
います。

 試験には合格しましたが、全般的に知識や理解度が
十分でない事は自身で重々認識しております。これか
ら足りない部分を強化し、知見を広げ、AIBAの一員と
して恥ずかしくないレベルになれるよう努力したいと
思います。

◇横坂　太持（大阪　＃777）

 AIBA 試験を受験するにあたり、私が行った対策を簡
単ではございますが今後受験される方のご参考まで記
させて頂きます。
 まず、AIBA試験については、試験対策用テキストは
一般には販売されていないため、前年の実力養成セミ
ナー及び、AIBA ホームページに掲載されている過去問
を確認し、受験の傾向を確認しました。また、「AIBA
だより」に掲載の合格体験記を読み、合格者がどのよ
うな対策を取られていたかを確認しました。
 また、実力養成セミナーについては、２回行われま
すが両方とも受講しました。試験で出題が予想される
ところ等、ポイントを押さえた講義を頂き、メリハリ
をつけた学習をするためにも大変有意義でした。

1．貿易実務

貿易実務については試験範囲が非常に広くなっていま
す。実力養成セミナーのテキストを中心に、ジェトロ
の実践貿易実務の最新版も購入し学習しました。通読
し重要と思われる部分は暗記するように努めました。
なお、実際の試験を受験した際には、貿易実務の問題
数の多さに驚きました。時間配分に気を付けなければ、
時間不足になる可能性があるのでご注意ください。

2．英語

英語に関しては、英文契約書の問題等は馴染みのない
表現が多々ありましたので、英文契約書の本を購入し
学習しました。また、英作文については、対策が難し
いところですが、定型文の書き方の確認をすることと、
過去問をもとに、実際に英作文を行うことで対策とし
ました。

3．マーケテイング

マーケテイングについては、これまで学習したことが



なく、一からの学習となりました。実力養成セミナー
のテキストを中心に、セミナーで紹介いただいた中小
企業診断士のテキストであるTAC出版のスピードテキ
スト1企業経営理論もテキストの補完として用いまし
た。また、通商白書や、ジェトロ白書の出題が予想さ
れる分野の通読、暗記を行いました。

4．2次試験について

 2次試験については、対策が難しい分野ですが、私は
一度不合格となったこともあり、2回目の受験では、論
文の見やすさ（見出しを付ける等）や、わかりやすさ
に注意をするとともに、想定される問い（志望動機や、
中小企業へ貿易についてアドバイスしてください等）
に対して自信をもって回答ができるように、事前に質
問内容を想定して練習しました。

 以上が私の試験体験記となります。今後受験を志す
方のお役に立つことがあれば幸いです。

AIBA-HPリニューアルによせて
元IT担当理事　山中　誠一

 オランダに駐在していた1990年頃、通信手段はテレッ
クス。ファックスもありましたが通話料金が1分1,000
円もしていたころで、社内通信にはテレックスを使う
べしというお達しがありました。それからまだ26、27
年しか経っていないというのに、EmailやSkypeといっ
た手段のお陰で、全世界と限りなく無料に近い形でコ
ミュニケーションをとれる時代となりました。歴史的
に見れば、IT革命は産業革命以上のインパクトを世界
に与えたのではないでしょうか。
 この革命の時代に、ウェブサイトはどんなビジネス
にも非常に重要な役割を果たしています。そんな中で、
責任を感じながらAIBAのホームページのリニューアル
に携わらせていただきました。ただし、このリニュー
アルは、いわばフェースＩだと思っています。
 以前のホームページはスマホやタブレットに対応し
ておらず、html、 phpといったプログラムの知識があ
る程度ないと更新できませんでした。今回採用した
wordpressというシステムは、慣れればブログ感覚で更
新でき、プラグインなどでの拡張性に優れ、SEO対策
を施しやすく、FTPでのアップロードが必要なくブラ
ウザーでアップデートができ、細かなカスタマイズも
でき、常に最新のバージョンが自動供給されます。
 ホームページ改修委員会で話し合ったコンテンツの
充実にはまだまだ遠い道のりですが、今後、会員の皆
さんと一緒により良いものにしていくためのプラット
ホームを作ったと思っていただければと思います。
 更新がないウェブサイトは休業中の会社と同じ。皆
さんの力でAIBAにとって役立つ素晴らしいホームペー

ジに育てていただければと願っています。以上、理事
退任のご挨拶にかえてさせていただきます。

私のインターネット利用の歴史
小林　公典（東京　＃234）

 私がメールを利用し始めたのは1995年末です。その
頃購入したウィンドウズ95が入ったパソコンで、ニフ
ティー・サーブというパソコン通信を通じての限られ
た人たちとの通信でした。その後インターネット経由
の電子メールに接続出来るようになるとパソコン通信
からインターネットを通じての世界に広がっていきま
した。ノートパソコンで、外出先でも公衆電話のISDN
通信コンセントにモジュラーケーブルを繋いでメール
のやり取りを行いました。海外出張の際にも当時はWifi
などが無かったので、電話線を通じての通信でした。
 商社を早期退職して自分の会社を設立し貿易コンサ
ルタントを始めた時期が1996年初頭で、インターネッ
トの一般への普及と同時期であった為に、パソコンや
インターネットは会社での業務遂行に非常に役に立ち
ました。
 1997年6月に自社のホームページを開設し、インター
ネットを通じての仕事のPRを始めました。ネットの利
用にはこちら側からの情報発信だけではなく、インター
ラクティブな交流が必要です。その為に、1997年11月
にホームページに掲示板の設置を、1998年6月に貿易
メーリングリストを開設して貿易関連の情報交換を行
いました。1998年7月に「まぐまぐ」を利用しての「貿
易・国際ビジネス・ニュースレター」を発刊しました。
その後、メーリングリスト、ニュースレターの発行は
中止しましたが、インターネットを通じてのこれらの
活動による繋がりで何件かの仕事を獲得する事が出来
ました。
 AIBA には、1998年2月に入会しましたが、当時は
AIBA にメーリングリストはなく、少数の会員有志がニ
フティ―サーブを利用して情報交換をやっておりまし
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た。1998年に私が当時個人的にやっていた「貿易メー
リングリスト」と同じシステムでAIBA－NETを創設し
管理人をさせて頂きました。AIBA事務局からの正式連
絡はパソコンを持っていない会員や持っていてもネッ
トに繋いでいない会員を考慮してファックス一斉同報
送信で行い、AIBA－NETは情報交換が主体でした。
 また、1999年から2000年にかけてのAIBAのホーム
ページ開設に向けては、アンケートを実施、AIBAホー
ムページの雛形を作成、それを会員向けに限定公開し
て打ち合わせを行い、当時の広沢理事及び数人のプロ
ジェクトチームのヘルプを得て準備を進め、低コスト
の業者にウェブ制作を依頼してAIBAのホームページの
開設にこぎつけました。
 ネットの利用はその後個人的には、Twitter、Blog、
Mixi等が有りましたが、現在これらは休眠状態です。
YouTube、Facebook、Skype、Line、WhatsApp等は利
用しております。勿論メールングリストも複数利用し
ておりますが、最近はLine、WhatsAppの方がスマホで
簡単に使えて便利です。Skypeは専ら海外との取引先
との電話に使っております。
 AIBAでも総会、勉強会などの動画をストリーム配信
したり、YouTubeで会員向けに限定公開などが出来れ
ばと思っております。

新堀先生のこと
永野　靖夫（東京　＃068）

 私が現在の資格の前身であるジェトロ認定貿易アド
バイザーの第1回の試験に合格したのは1994年ですの
で、早いものでそれから23年の歳月が経ったことにな
ります。
 さて、その年にジェトロで研修会があり、新堀先生
の講演を拝聴する機会を得ました。確か信用状の解説
であったかと思います。講演が終了し掛けたとき、先
生はうつむき加減で、「会員が500名に近付くと、組織
は割れるんだよな･･｡」と呟かれたのを今でも鮮明に覚
えています。私は前の方に着席していましたので聞こ
えましたが、多分後ろの座席の方には聞き取れなかっ
たと思います。
 今では先生の意味するところは大凡想像がつきます
が、当時は判らず、そんなものかな･･というのが正直
な感想でした。新しい資格を取得して大いに張り切っ
ていた時期ですので、当然といえば当然です。
 今振り返ってみますと、この呟きは、組織は常に分
裂の危機に直面しているゆえ十分気を付けるようにと、
誕生したばかりの我々に対する先生の助言ではなかっ
たのか、と思っております。
 その後、試験の主催者がジェトロ殿から、貿易アド
バイザー協会（AIBA）に変りました。その間、会員数
は最大で350名台あったものが最少で270名台にまで落

ち込んだ時期もありました。その後徐々に回復し、本
年5月現在で319名となっております。できるだけ早く、
まずは350名の大台に乗せたいものです。
 一方、本試験制度が発足して以来、23年間で800名弱
の合格者が誕生し、この内現在319名がAIBA に所属し
ていることになります。この合格者の中には、心なら
ずも退会された方、或いは逝去された方も含まれてお
り、一方で、毎年試験に合格された方のほぼ全員が入
会されています。これらの点を考え併せますと、かな
りの高組織率といえるでしょう。
 法律で一定の生存領域を確保されている国家資格を
別にすれば、これ程長い期間存続し続けてきたこと自
体に、私は意義があると思っています。長く続けてこ
られたのは、私は会員相互間に他者に対する寛容の気
持ちがあるからだと確信しております。
 総会が無事終わった途端、どういう訳か遥か昔の新
堀先生の呟きが蘇ってきました。この資格を発展させ
ていくことが我々に課せられた使命であり、先生の希
望でもあったと思います。新堀先生には大変お世話に
なりました。先生のご助言に沿って、これからも、皆
で力を合わせてAIBA を発展させて行きたいと思ってお
ります。

商業高校への出前授業
関西支部長・理事　鈴木　弘成

 AIBA関西支部ではJETRO神戸のご紹介で、平成29
年4月から兵庫県立神戸商業高等学校で文科省のSPH
（スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール）プロ
グラムの一環であるグローバルビジネス講座（2年生の
生徒13名：男性1名、女性12名）の外部講師を引き受
けることになりました。
 この講座の目的は次の通りです。
① 就職を目指す高校生に貿易取引、国際取引の素晴ら

しいところを伝える。
② 貿易実務検定のC級、B級の受験の手助けをする（先

生方へのアドバイスも含む）
③ 勉強以外の目標として輸入商品の販売、個人輸入の

体験をさせる。
 具体的には平成30年2月まで月平均1回の割合で2時
間（50分×2）の出前授業に、AIBAの会員が交替で講
師となって、各々得意とする分野で貿易実務に関する
諸テーマと経験に基づくエピソードを語って、学生に
楽しく貿易実務を学んでもらい、同校の目指す「貿易
人KOBE」の素養育成の手助けをするというものです。
これまで実施してきた授業は次の通りです。
・  オリエンテーション、貿易の仕組み、銀行の役割（鈴

木会員）
・  外国企業との契約の重要性／エピソード「あなたの

知らないアメリカの生活」（持田会員）



・  国内企業の輸出先開拓・輸出取引の概要／エピソー
ド「繊維機械の海外市場開拓をした際の成功・失敗
事例（山西会員）

・   輸入取引の概要/貿易実務検定C級合格ガイド（神屋
会員）

 生徒も最初は社会人との接触に不慣れのためか戸惑
い気味でしたが、2か月たって最近は気軽に話してくれ
るようになりました。また授業での真剣みが増してき
ています。私たちも生徒が思っていた以上に素晴らし
いのに驚いています。皆さん礼儀正しくきちんと挨拶
をしてくれるのにも感心して気持ち良く授業をしてい
ます。
 最近、多くの高校で出前授業が盛んですが AIBA とし
ては恐らく初めての試みかと思います。次世代に思い
を繋ぐAIBAの社会貢献活動の一つとして頑張ってまい
ります。

「日本貿易学会」第57回全国大会に参加して
～はじめてAIBAセッションを開催～

担当理事　行方　久智

 前号でも案内の通り、2017年5月27、28日の2日間、
愛知県名古屋市の愛知学院大学名城公園キャンパスに
おいて日本貿易学会第57回全国大会が開催されました。
今回両日に参加してきましたので、概要を報告させて
頂きます。
 今回初めて「AIBAセッション」が設けられ、3名の
AIBA会員が報告を行いました。
 AIBAセッション以外でも3名のAIBA会員が報告を行
い、合計6名のAIBA会員が報告を行いました。27名の
発表者の内6名がAIBA会員でした。
☆ 今年の統一論題「メガFTAの意義：WTOの現状と課

題に関連して」のテーマの下、初日に以下4件の講
演が行われました。
講演1： 井尻直彦氏、日本大学「国際規格化による非

関税障壁の削減と貿易促進効果」
講演2： 王大鵬氏、富山大学「アジア太平洋地域の

FTA競争と中国の通商戦略の方向性」

講演3： 岩田伸人氏、青山学院大学「メガFTA・関税
同盟の意義と最近の事例」

 招待講演としてデンソー COOの末松正夫氏（タイ
駐在）により、「日本の企業のアジア市場におけるメ
ガFTA 戦略」と題して、自動車業界のアジアにおける
FTA 戦略の対応例が詳細に紹介され、最近のエンジン
車かＥＶ車かの戦略についても言及されていました。
☆ 2日目は自由論題として、以下の8分科会に分かれ、

27タイトルの研究報告が行われました。分科会テー
マは：①通商政策、②貿易商務、③貿易金融、④国
際経営・国際ビジネス、⑤物流・ツーリズム、⑥国
際経営・国際ビジネス、そして⑦AIBAセッションと
⑧国際セッション（韓国貿易学会メンバーによる報
告）。

 AIBAセッションの会場となる教室の入り口には、
AIBA セッション設置の目的として、日頃貿易や国際取
引の実務に携わっている会員による実業界と学界の橋
渡しになる旨の挨拶文を掲示し、参加された先生方に
はAIBA のパンフを配布して、AIBA への理解を深めて
貰いました。先生を通じて学生にも啓蒙して貰えれば
という意図もあったのですが。
1） まず、大重康雄会員（九州支部 #018）が「鹿児島

県農水産物の海外展開」についての報告を行い、鹿
児島県での水産業の重要性と（全国４位）、「みなみ
まぐろ」が全国シェア30.6%、「養殖ブリ」がシェ
ア21.4%と全国一位を占めており、さらには「かつ
お節」は70.6%とダントツのシェアを誇っている点
を紹介。昨今の世界的な日本食ブームに乗って「か
つお節」への需要が高まっているが、EU向け輸出は、
含まれている化学物質が原因でEUへの輸出ができ
ず、フランスにかつお節工場を建設してEU内に供
給している事が紹介されました。

2） 次 に、 吉田典巧会員（関西支部 #539）が「 メ ガ
FTA時代における通商政策に対する産業界の対応と
安全な利用方策」について報告し、メガFTA時代に
入って企業が安心して利便性の高いFTAを活用でき
る仕組みを担保するメカニズムについて発表を行い
ました。中小企業が現行のFTAを更に活用し易くす
る為に改善すべきシステム（メカニズム）作りにつ
いて説明が行われました。

3） 次いで、石川雅啓会員（首都圏 #602）からは「フィ
リピン新政権の農業政策のゆくえと日系企業に与え
る影響」について報告。現ドゥテルテ政権下での農
業政策の説明に続き、農業の比率が高い割に、生産
効率が低い現状を変えていくに当たって、今後日本
の農機具メーカーの果たせる役割と可能性について
言及されていました。

☆ 上記3名以外にもAIBA 会員3名が各セッションで報
告を行いました。

4） 住田公明会員（東海支部＃709）は、「東南アジア・

— 11 —

授業風景、講師は神屋信仁会員(＃346）
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インド進出におけるリーガルリスク検討の重要性～
合弁会社のケース～」と題して、中小企業が東南ア
ジア・インドに合弁形態で海外進出する際に、進出
企業と現地資本との目的の違いによって生じる将来
のリーガルリスクを検討しておくことの重要性につ
いて具体的に説明されました。

5） 勝田英紀会員（関西支部＃227）からは、「日本酒輸
出のメリット」と題して報告。日本の農業生産が年々
減少している中で、コメの加工品である日本酒の輸
出が急増しておりそのメリット・デメリットについ
ての説明が行われました。

6） 行方久智会員（首都圏＃530）は、「インバウンド
ツーリズム～訪日客増加の背景と要因分析」と題し、
訪日観光客がここ数年でなぜ急伸しているかについ
て、日本のビザ発給緩和によって調整されていると
の指摘と、今後は宿泊施設不足が直近のボトルネッ
クとなる可能性についての指摘が行われました。

［お願い］
 最後に、日本貿易学会には現在54名のAIBA会員が所
属しており研究報告を通して学界と実業界を結ぶ重要
な役割を担っています。会員の皆様の中で日本貿易学会
に参加を希望する方が居られましたら是非ご一報くだ
さい。今後のAIBAとAIBA会員にとっても社会に存在
価値を示していける重要な活躍の場となっていきます。

地方創生とインバウンド観光（後編）
寺尾　邦彦（東京　＃270）

 前編につづき、今回は「熊野古道」地域の取組み例（「着
地型」）の一端を紹介します。

4．�熊野古道（田辺市熊野ツーリズムビューロー）
の取組み例：

（1） 「熊野古道」は、2004年にユネスコから世界文化遺
産「紀伊山地の霊場と参詣道」（和歌山、三重、奈
良の三県）として登録されました。和歌山県の旧・
田辺市は、周辺の5町村と2005年に合併しましたが、
観光への取組みに町村間で温度差があり、その解
消、融合化のために、新・田辺市として、観光協
会連絡協議会発足。その後、2006年4月に「田辺市
熊野ツーリズムビューロー」を設立しました。

（2） 2010年 半 ば に 法 人 格（一 般 社 団 法 人）を 取 得
後、第2種旅行業を取得（National Travel Agency 
Licence)。 同年10月 に「 着地型旅行業（DMO：
Destination Management Organization）」を発足さ
せました。

「着地型」とは耳慣れない用語ですが、旅行者を
受け入れる地域で作られる旅行商品のことで、

「DMO」とは地域の観光物件、自然、食、芸術・芸能、
風習、風俗など、その地域にある観光資源に精通し、
地域と協同して観光地域づくりを行う法人のこと
です（JTB総研・用語集）。

（3） 同地域の観光資源には、熊野古道（熊野三山）、梅
干し（南高梅）、ミカン、温泉〈湯の峰、龍神、川湯〉、
瀞八丁（どろはっちょう）、紀州備長炭などがあり、
博物学者でエコロジーの先駆者、南方熊楠（みな
かた くまぐす）を輩出しています。
これらの資源を有効活用し、商品化するために、
行政機関、市場（旅行者（guests））、消費者、旅
行業者（tourism industry）の連携を強化しました。
特に、顧客ニーズの多様化・個性化、「本物志向」
に対して、地域に根差した情報提供、地元ネット
ワークを活かしたキメ細かなサポート体制が構築
されてきました。

＜特記事項＞
 上記取組みの過程で、特筆すべきは：
① 2006年に、native speaker（カナダ人）のブラッド・

トウル氏を職員にしたことです。同氏は、熊野に
ついての関心や理解が深く、地域への溶け込みが
早く、観光に関する情報収集・整理、プロモーショ
ンの展開、地元対応体制の整備を図りました。欧
米人向けのPRツールの充実、地元ガイド（語り部）
のレベルアップ等に貢献しています。
今回、中辺路（なかへち）の一部や熊野本宮、速森理事長の挨拶

報告風景
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玉大社、那智大社等を巡りましたが、案内板の和
文・英文表記など分り易かったとの印象です。ま
た、誘客のターゲットを欧米・豪州のFITに絞り、
宿泊予約にインターネットシステムを活用してい
ます。

② さ ら に、2014年5月 に、 ス ペ イ ン のSantiago de 
Compostela 市と「観光交流協定」を締結し、宗教
的な違いはあるものの、古来からの巡礼道（World 
Heritage Pilgrimage Routes)として、「共通巡礼手
帳」（Credential）を発行し、知名度向上を図って
います。

（4） 田辺市観光振興課長の説明によると、同ビューロー
の売上は、平成23年度の4千万円から、平成28年
度は2億300万円に増加しており、来訪宿泊者数で
みると、①豪州、NZ、②米国、③スペイン、④フ
ランス、⑤香港、⑥英国、・・・の順位だとのこと
です。

「誰に、何を、このように」というマーケティング
の原則に則って、事業を行ってきた成果でしょう
か。

＜まとめ＞
 インバウンド観光の増加を地方創生（地域活性化）
に結びつけるには、各地方・地域によって、それぞれ
相違があると思われますが、独自の特色を強みにする
ために、田辺市の先例は大いに示唆に富むものと考え
られます。

住吉からの旅（その3）
安達　俊雄（大分　＃505）

3−1．奴国（ナコク）

 司馬説では海洋部族の東漸の出発点は志賀島とされ
ていますが、志賀島は狭小で一定規模の部族の居住地

としては不適です。南の陸地、現在の福岡市近辺は平
野で朝鮮半島へのアクセスもよく到来したタミル人が
この地に落ち着くということは不自然ではありません。
この地には古来「奴国（ナコク）」と言うクニがありま
した。A.D.57年に、後漢の光武帝から当時の奴国王に

「漢委奴国王」と刻まれた金印を授与されその地を冊封
されました。このことは当時日本（倭）には統一王朝
はなく、数あるクニの中でもっとも強大であったので
漢と直接上下関係になれた訳です。
 その金印が江戸時代末期に志賀島で偶然発見されま
した。現在太宰府の国立歴史博物館で光り輝いていま
すが、なぜ奴国の領土とは思われていない島で出土し
たのか当時から諸説あります。紛失説、漂流説、隠匿
説などあるがすべて決め手を欠きます。そのため贋作
説も一つの根拠になっています。
 私は到来したタミル人が福岡平野に広く生活しその
祭神（ワタツミの神）を沖合の島に祭ったのだと考え
ます。長い時間をかけ7,000kmの海を渡ってきた部族が、
その目の前の海に祖神を祭るのは不自然ではないよう
に思われます。領土が安堵される部族の大切な金印を
その祖神の神域に厳重に保管していたのです。
 それでは奴国のナとはどんな意味でしょうか。奴と
いう漢字のイメージから離れ文字のない時代のヤマト
言葉で何を意味していたのでしょうか。宮崎康平さん
に聞いて見ます。
 宮崎さんは島原鉄道の社長でしたが激務の末失明し
ました。それでも古代への情熱黙しがたく夫人に古事
記、日本書紀、魏志倭人伝を何百回となく朗読しても
らい純粋に古代日本語の音から判断すると言う手法を
とられた方です。その手法で昭和42年に「まぼろしの
邪馬台国」と言う本を著し、第一回吉川英治賞を受賞
されました。その中で邪馬台国も含め魏志倭人伝にで
てくる30前後のクニの名を一応すべて読み解いていま
した。
 今回あらためて同著書で調べてみると、ナはなんと

「苗代水田」です。大野教授の学説ではタミル人が日本
にもたらした物は和歌の音韻の他には水田耕作、鉄器、
機織です。（稲作関連分野では古代タミル語と日本語の
間に数多くの共通語彙が確認されており、その数例を
前号に掲載しています。）到来したタミル人はここで広
く水田耕作を展開していたのでナ国と呼ばれていたと
思われます。
 福岡県春日市の「奴国の丘歴史資料館」を訪問しま
した。福岡市の中心から南に数キロメートルの場所で
すがこのあたりで多くの弥生遺跡が発見、発掘され奴
国の中心だったと理解されています。古代、海岸線は
今よりずっと南だった由で、ここも海岸近い場所との
こと。出向いて来た甲斐はありました。ここは稲作と
ともに青銅器、鉄器の生産拠点でもあり関連出土品が
展示されています。ここに居住したタミル人＝ワタ族

熊野古道 那智の滝
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は海洋部族としての特性のみならず、内陸にあっては
稲作農耕部族として当時の日本の一大先進国であった
ことになります。そして自前の鉄器利用が両分野にお
いておおいにその進歩を促したことでしょう。（最終回
はワタ族とヤマト王朝です。）

首都圏地区
4月22日（土）
4月度首都圏勉強会
テーマ： トランプ吠える！これからは国境税だ！ EU

付加価値税（VAT）は不公平税制！
講 師： 柴田 篤 氏（＃508）
概 要： TRADE TAX国際税務・会計事務所代表として

活躍され、EU の雑誌“VA雑誌VAT Monitor”
の日本通信員でもある柴田会員に、今後の国
際税務の動向を展望する講演を頂いた。東京
税理士会所属の国際税務の専門の税理士とし
ての専門的知見から多くの参加者の理解を深
めることが出来た。

場 所： 中央大学駿河台記念館
参加者：45名

6月3日（土）
6月度首都圏勉強会
テーマ： 安全保障貿易管理の基礎と最近の動向
講 師： 永野 靖夫 会員（＃068）（CISTECエキスパー

ト資格者）
概 要： 元大手商社に勤務され多くの国際ビジネスに

係り、退職後は貿易アドバイザーとしても活
動。JETRO 発行の「輸出のすすめ方」「輸入
のすすめ方」等の著書を始め、安全保障貿易
管理分野でも CISTEC エキスパート資格者と
して活躍されている永野会員に最近の動向に
つきご講演頂いた。出席会員にとっては激変
する安全保障貿易環境の理解が進む内容で
あった。

場 所： 中央大学駿河台記念館
参加者：35名

東海支部
5月6日（土）
5月例会
講 演：移転価格税と関税評価
講 師：トレードタックス国際税務・会計事務所
    千田 昌明 会員（＃621）
場 所：名古屋国際センター会議室
出席者：9名

中国四国支部
5月27日（土）
5月例会
・AIBA理事会（5月20日）の報告：吉永支部長
・支部長、副支部長の交代についての報告：吉永支部長
・支部前年度決算報告
・新規会員（村中会員）の紹介
・会員講義：

① 塩田靖浩（＃469）「最近の食品輸出をめぐる
トピックス」

②井上照章（＃331）「英語 ありがちミス」

 2017年4月から6月の期間に AIBA－NET で交わされた
貿易実務に関する情報、質疑などの主なテーマを抽出
しました。詳細については、AIBA－NETでのやりとり
を参照ください。

4月
バングラディシュでの検品
輸入事故の対策
英文契約書における暴排条項（反社条項）の例首都圏勉強会の様子、講師は柴田篤会員

関連著作物
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輸入事故の対策・仲裁について
中国、香港向け食品の輸出
４月からの関税改正
英文契約書におけるコンプライアンス
輸出における海貨業者の役割
Invoiceの金額について

5月
パレスチナの大学への輸出
未登録医薬品の中国での輸入
中国某市の工場と新規取引で製品輸入の決済方法
会員の著書のご案内

相
談

回
答

談

答

 中国国内での薬事承認を受けていない医薬品や医療機器を、販売目的ではなく、試験研究、社内
見本、展示の目的で輸入する際には、どのような手続きが必要なのでしょうか？
 日本での輸入の場合、厚生局に申請し、薬監証明を取得して輸入通関に進みますが、中国で上記
に相当する制度・ルールについて、ご教示ください。

 税関一時輸出入管理弁法「2013年12月25日 税関総署令212号にて改正」第3条により、以下の貨
物が一時輸出入方式で輸入できます。
①展示会、取引会、会議及び類似活動で展示・使用する貨物
②文化、体育交流活動で使う貨物
③新聞ニュースの取材、テレビ・映画の撮影に使う設備、必要用品
④科学研究、教学、医療活動で使用する器械、設備及び必要用品
⑤上記①～④に関連する交通工具及び特種車両
⑥サンプル品
⑦慈善活動で使う器械、設備及び用品
⑧設備を組み立て・テスト・検査・修理に使用する器械及び工具
⑨パレットのような貨物保管容器
⑩ドライブ旅行に使用する交通工具及びその用品
⑪工程建設に使用する設備、機械及び必要な用品
⑫その他税関が批准する一時輸出入貨物
 中国では、輸入医薬品や医療機器の販売等について、安全性を確保するために、国家食品薬品監
督管理局（CFDA）へ登録手続の申請を行う必要がありますが、一時輸出入貨物方式で輸入する場
合には、当該手続は不要です。
 また、税関総署は2016年11月14日から「一時輸出入貨物の許可」の事前審査を取り消した為、貨
物を一時輸出入の方式で輸出入する場合は、直接、一時輸出入貨物の輸入申告手続きを行うことが
可能となり、事前審査の手続を行う必要はありません。
 貨物を一時輸出入の方式で輸入する際の一般的な手続の流れは以下となります。
1．出入境検験検疫局に商品検査の申告手続きを行います。
2．税関に輸入申告手続きを行います。
3．企業は税金に相応する保証金を納付します。
4．税関は一時輸入を許可します。
 ただし、一時輸出入貨物で輸入申告できるかどうかは現場税関の最終判断に従う必要があり、こ
の点注意が必要となります。

ここではAIBA-NET上で交わされた貿易実務に関する
テーマと回答者を選んで、その回答者に内容をまとめ
ていただいております。

中国における一時輸出入制度「医薬品・医療機器関連」について
回答者：岩本　圭司（神奈川　＃763）
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6月
食料品の産地証明書
ベトナムでの輸入税
電気自動車（EV）
EVのイノベーションと世界市場のパラダイムシフト
中国製暖房器具の輸入
外為法の一部改正
海外投資（進出）に関する情報源
植物輸出の集荷地検査
日本貿易保険（NEXI）
欧州のリーチ規制（化学品）
AIBAのIT近代化
アジア現法の決算が遅延する理由
AI・人工知能EXPO

 2017年4月から6月の当協会会員による貿易アドバイ
ザー活動についての報告をまとめたリストです。公表
を避けて未報告の活動案件も多数あると推定されます
ので、本リストでは活動全般を網羅していないことを
あらかじめお断りします。

内海　温（東京　＃705）
5/19
対日貿易投資交流促進協会（通称ミプロ）主催
テーマ： 海外送金のA B C
会 場：池袋サンシャインシティ ミプロ内会議室

中村　陽一（兵庫　＃364）
4/27
ジェトロ神戸主催
貿易相談会
テーマ：1． ビルメインテナンス業務の東南アジア展開

実務経験で知った独資合弁の利点欠点と
合弁で生じるトラブルの克服成功事例

    2．和風ハラル食品のマレーシア委託生産事業
場 所：ジェトロ神戸

書　名： 「友好商社を知っていますか？」
著 者： 片本 善清（奈良  ＃422）
出版社： 中国書店
発行日： 2017年4月28日
価 格： ￥1,620 .-(税込み)

紹介文： 半世紀以上前の話で、見ること聞くこと「あ
らまあ！」の連続と思います。分かりやすく
読み易く、値段も安いと来てます。わが半世
紀の生きざまです。

第143回AIBA理事会
日  時： 平成29年5月20日（土）午後2時
場  所：AIBA本部事務所
出席理事： 森重道、作田憲三、井上隆彦、服部浩一、

市川強、菊池祐二、安達正之、熊本一夫、
芝田政之、高梨義紀、富田慶久、加藤裕功、
清水晃、畠山茂雄、常川八司雄、鈴木弘成、
吉永和馬、塩田深雪

欠席理事： 山中誠一（委任状提出）
出席監事：鈴木忠幸、欠席監事：矢部信明
全理事19名、出席理事18名、委任状1名により理事会
定足数を充足し、理事会は成立。
議  題：
1． 会計（井上専務理事）：総会に上程する第15期決算

案2017年3月末が報告され上程は承認された。
2． 事業（服部事業本部長）：第15期2016年度主要な

事業活動売上げジェトロ専門家、spot対応専門家、
FINPRO案件などの受注。第16期2017年度事業計画
1億円を目指す。

3． 事 務 局（清 水 事 務 局 長）：2017年5月15日 現 在 の
AIBA会員数319名（2016年度新入会員16名、復会1名、
退会25名）。又、6月24日開催の第15期定時会員総
会の式次第の説明。

4． 勉強会（熊本理事報告）：6月3日土曜首都圏勉強会
は、講師 安全保障貿易管理士 永野靖夫様（＃068） 
講演テキスト「安全保障貿易管理の基礎と最近の動
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5． 認定試験総会報告案（安達理事）：2016年度AIBA認

決算理事会の様子
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定試験結果（1次および2次）、日程、後援･協賛団体、
作問委員募集、対策ゼミおよび貿易実務セミナーの
実施について報告。2017年度の試験は11月18日（土）
に開催予定。

6． 会計（井上専務理事）：総会に上程する第16期予算
案2018年3月末報告。

7． IBAT役員改選：冨田理事が次期IBAT総会に於いて、
IBAT理事を再選、継続されることが報告された。

8． 理事・監事の総会への推挙：理事、監事候補者全員
を総会へ付議することに決定した。重任・新任（12
名理事候補者、2名監事候補者）14名。除く支部長
理事5名。

以上にて午後6時30分理事会を閉会。
         平成29年5月20日

議事録署名人：理事 市川 強

第144回AIBA理事会

日  時： 平成29年6月24日（土）午後4時
場  所： 中央大学駿河台記念館4階430号室
出席理事： 森重道、井上隆彦、服部浩一、清水晃、市

川強、菊池祐二、熊本一夫、芝田政之、高
梨義紀、富田慶久、行方久智、畠山茂雄、
常川八司雄、鈴木弘成、名城徹 15名

欠席理事： 原奉宣、持田修二（委任状提出）2名
出席監事：鈴木忠幸、安達正之 2名
全理事17名、出席理事15名、委任状1名により理事会
定足数充足、理事会は成立。
議事：出席理事より互選にて下記役職を決定した。
 森 重道   理事長・代表理事
 井上 隆彦  副理事長・会計担当
 服部 浩一  専務理事・事業本部長
 清水 晃   事務局長
以上にて午後4時45分理事会を閉会。
         平成29年6月26日

議事録署名人：理事 市川 強

総会で選任された理事・監事の方々

〈編集後記〉
☆ 東京都議選が行われ小池新党（都民ファースト

の会）が第一党に躍り出ました。欧州でもマク
ロン大統領が新人候補を擁立しフランス国民議
会で圧勝しています。既成政党に対する不信感
から新党への期待が膨んでいったのでしょう
か。

☆ AIBA 総会が開催されました。今回は例年にな
く活発な議論が行われました。総会に先立つこ
と1－2ヵ月前からもAIBA－NETで理事会への要
望、理事選任、定款細則の改訂案などをめぐる
是々非々の議論が噴出し、理事長を中心に執行
部はひとつひとつ丁寧に答えていました。総会
はこの時すでに始まっていたような感がありま
す。

☆ 残念なことに、これらのやり取りで、AIBA－
NETが本来期待されている専門知識や情報の交
換の場が隅に追いやられてしまったようです。

「AIBA－NET論壇」で見ても5月が比較的不活発
のようでした。

☆ 新入会員が最初に感銘を受けるのがAIBA－NET
での専門知識の情報交換です。この情報交換の
場を堅持する必要があります。理事会などへの
提案や要望事項を目的とするAIBA－NETを新た
に創設し、希望する会員に開放する案も一部の
会員から提案されています。

☆ 編集子は今回の号をもちまして退任させていた
だきます。5年間、皆様のご愛顧を賜りまして
ありがとうございました。次号からは加藤裕功
会員（＃721）が担当します。刷新された「AIBA
だより」をご期待ください。

総会・理事会後の懇親会
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『友好商社を知っていますか？』　
片本善清 著　2017/4/28 初出版

　

　半世紀を超えた中国との付き合いと多くの中国人との人的関係の作り方からどのように商売をしてきた
かを独特の感覚と実行で築き上げた貴重な体験記録。
　「あっと驚く」或るは「そんなことあれへんやろ！」などなど奇妙な、面白いことが盛り沢山。
是非一読をお薦めします。

①まる二日間掛けて中国に行っていた。
②女を見たことなかった奇異な国でした。
③相手国が決めた期間しか滞在できない。
④中国共産党の大陸と香港の自由民主国。　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑤美味しかった中華料理と老酒。
　沢山の店を巡ったグルメ紀行もたくさん。
⑥ディスコ大流行の広州と福州、DISCO HALL めぐり。
⑦広東のゲテモノ食い。
　蛇はもちろん、猿脳みそ、熊肉、サソリなど。

   中国書店　四六判上製　定価　￥1,620 （本体1,500円+税）

●東京事務所　所長：柴田 篤
〒102-0083　東京都千代田区麹町 4-3-5

紀尾井観光ビル 3F
TEL：03ー 3264ー 5271 / MAIL：info@japanー jil.com

●安全保障貿易管理顧問：永野 靖夫

●大阪事務所　所長：千田 昌明 
〒532-0003 　大阪市淀川区宮原 5-1-18 

新大阪第27松屋ビル 11F
TEL：06ー 6350ー 7100 / MAIL：info@cita110.com

メラニー・ジョリー
カナダ

美人政治家シ
リーズNO.9

美人政治家シ
リーズNO

世界の

TradeTax国際税務・会計事務所
TradeTax  International  Tax  & Account ing

Multi Currency Trade System Series
ハザン / TradeTax   海外グローバル企業向けERP導入提案！

◆多通貨対応
◆基準通貨対応
◆多言語入力対応
◆バイリンガル対応

海外現地法人

拠点間 EDI 連携 連携決算データ連携

クラウド環境

GLOBAL TRADE ERP
生産計画・製造原価管理
販売・購買・在庫管理
債権／債務・会計管理

海外現地法人

海外現地法人海外現地法人

本　社
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一般社団法人 貿易アドバイザー協会 (AIBA)
Association of International Business Advisers

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11 東京YWCA会館 301号室　
TEL: 03-3291-2223 　FAX: 03-3291-2224
E-mail: aiba-nintei@trade-advisers.com　

http://www.trade-advisers.com

貿易アドバイザー協会 検　　索

詳細については当協会ホームページをご覧ください。

実力養成セミナー(対策ゼミ）2017

内容：1 次試験 3 科目全般及び 2 次試験対策
時期：2017 年 9 月～10 月
場所：東京、大阪、名古屋、広島、仙台、福岡
講師：AIBA 会員

経験豊かな現役の認定貿易アドバイザー達が講師となって、難関突破への

道を早めるお手伝いを致します。　全国5都市で同内容の受講ができます。

【受講料】　9,000 円 / 1回

私たちプロの貿易アドバイザーの仲間になりませんか

AIBA認定

ジェトロ認定貿易アドバイザー試験およびそれを引き継いだAIBA認定

貿易アドバイザー試験合格者の全国組織です。

1996年1月発足以来、ジェトロなどとの協力関係を保ちながら、

貿易や海外進出に取り組む全国各地の中小企業等の

バックアップを続けています。

☆貿易全般のアドバイス

　☆国際展示会・商談会のバックアップ

　　☆海外展示会への参加支援

　　　☆貿易セミナーの開催指導

　　　　☆輸出入部門新設のバックアップ

　　　　　☆貿易関連書籍の出版協力

貿易アドバイザー協会とは

活動内容

貿易アドバイザー試験 2017
主　催: 一般社団法人 貿易アドバイザー協会（AIBA）

■試 験 日 1次　2017年11月18日（土）　　2次　2018年１月下旬予定

■試験会場 1次　東京・大阪・名古屋・広島・福岡・仙台・札幌　　2次　東京・大阪

■試験科目 1次　貿易英語、貿易実務、国際マーケティング　
 2次　小論文 (事前提出) 審査と面接

■受験資格 原則3年以上の国際ビジネス関連業務経験を有する方

■受 験 料 10,000円（税込み）

後援：日本貿易振興機構(ジェトロ）、一般社団法人 日本貿易会、日本商工会議所、　 
 一般社団法人 日本商事仲裁協会、一般財団法人 対日貿易投資交流促進協会（ミプロ）
協賛：一般財団法人 貿易・産業協力振興財団（ＩＴＩC）
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